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暴力団情勢
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※暴力団構成員等の数は概数であり、各項目を合算した値と合計の値は必ずしも一致しません。
注：準構成員等とは、暴力団構成員以外の暴力団と関係を有する者であって、暴力団の威力を背景に暴力的不法行為等を行うおそれがあるもの、又は暴力団若し

くは暴力団構成員に対し資金、武器等の供給を行うなど暴力団の維持若しくは運営に協力し、若しくは関与するものをいいます。

準構成員等構成員

暴力団情勢
■◆ 令和２年における主な暴力団情勢とその対策
　六代目山口組と神戸山口組の対立抗争を受け、令和２年１月、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（以下「暴力団
対策法」という。）に基づき、特に警戒を要する区域（以下「警戒区域」という。）等を定めて両団体が「特定抗争指定暴力団等」に
指定される中、同年５月には六代目山口組傘下組織幹部が神戸山口組傘下組織幹部に向けて拳銃を発射して負傷させる事件、同
年11月には六代目山口組傘下組織幹部らが神戸山口組幹部らに向けて拳銃を発射して負傷させる事件が発生するなど、両団体
の対立抗争は継続しています。こうした状況を受け、両団体の特定抗争指定の期限を延長するとともに、同年７月、10月及び12月
には警戒区域を新たに追加し、対立抗争の情勢に応じた措置を講じています。
　また、令和２年２月に任侠山口組から名称を変更した絆會も、依然として両団体と対立状態にあります。警察としては、今後も引
き続き、市民生活の安全確保に向け、必要な警戒や取締りの徹底に加え、暴力団対策法の効果的な活用等により事件の続発防止
を図るとともに、この機会に各団体の弱体化及び壊滅に向けた取組を推進していくこととしています。
　さらに、工藤會については、平成24年12月に「特定危険指定暴力団等」に指定し、以降１年ごとに指定の期限を延長していると
ころ、令和２年12月には８回目の延長を行いました。
　これまで工藤會に対する集中的な取締りを推進してきた結果、主要幹部を長期にわたり社会隔離するとともに、令和２年２月、本部
事務所が解体後、更地になった土地が民間企業に売却されるなどしたことで、工藤會の組織基盤等に相当の打撃を与えています。
　警察としては、今後も、未解決事件の捜査をはじめとした取締りや資金源対策を強力に進めるとともに、工藤會による違法行為
の被害者等が提起する損害賠償請求訴訟等に対する必要な支援や離脱者の社会復帰対策を更に推進していくこととしています。
　このほか、暴力団排除の取組を一層進展させるため、暴力団排除に取り組む事業者に対する暴力団情報の適切な提供や保護対
策の強化等に取り組んでいます。

■◆ 暴力団の勢力
暴力団構成員等の状況
　暴力団とは、「その団体の構成員が集団的に又は常習的に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれがある団体」（「暴力　　　　　
団対策法」第2条第2号）のことをいい、その構成員及び準構成員等（以下、この項において「暴力団構成員等」といいます。）の　　　　　
数※は、令和２年末現在25,900人で、前年と比べ、2,300人減少しました。うち、暴力団構成員の数は13,300人で、前年に比べ
1,100人減少し、準構成員等の数は12,700人で、前年に比べ1,100人減少しました。

■ 暴力団構成員等の推移

暴力団情勢
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注1： 本表の「名称」、「主たる事務所の所在地」、「代表する者」、「勢力範囲」及び「構成員数」は、令和２年末現在のものを示しています。
ただし、旭琉會の「代表する者」については、代表する者が欠けていることから「代表する者に代わるべき者」を示しています。

　2： 令和２年末における全暴力団構成員数（約13,300人）に占める指定暴力団構成員数（約12,700人）の比率は95.5％となってい
ます。

二代目東組
（勢力範囲：１府）
（構成員数：約90人）
大阪府大阪市西成区山王1-11-8
代表する者　滝本　博司

九代目酒梅組
（勢力範囲：１府）
（構成員数：約30人）
大阪府大阪市西成区太子1-3-17
代表する者　吉村　三男

五代目工藤會
（勢力範囲：３県）
（構成員数：約270人）
福岡県北九州市小倉北区三郎丸3-11-6
代表する者　野村　悟

七代目会津小鉄会
（勢力範囲：１府）
（構成員数：約30人）
京都府京都市左京区一乗寺塚本町
21-4
代表する者　金　元

七代目合田一家
（勢力範囲：２県）
（構成員数：約50人）
山口県下関市竹崎町3-13-6
代表する者　金　教煥

道仁会
（勢力範囲：４県）
（構成員数：約420人）
福岡県久留米市京町247-6
代表する者　小林　哲治

二代目親和会
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約30人）
香川県高松市塩上町2-14-4
代表する者　𠮷良　博文

太州会
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約80人）
福岡県田川市大字弓削田1314-1
代表する者　日高　博

四代目福博会
（勢力範囲：３県）
（構成員数：約90人）
福岡県福岡市博多区千代5-18-15
代表する者　金　國泰

浪川会
（勢力範囲：１都５県）
（構成員数：約190人）
福岡県大牟田市上官町2-4-2
代表する者　朴　政浩

三代目俠道会
（勢力範囲：５県）
（構成員数：約70人）
広島県尾道市山波町3025-1
代表する者　渡邊　望

六代目共政会
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約120人）
広島県広島市南区南大河町18-10
代表する者　荒瀬　進

四代目小桜一家
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約60人）
鹿児島県鹿児島市甲突町9-24
代表する者　平岡　喜榮

旭琉會
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約270人）
沖縄県中頭郡北中城村字島袋
1362
代表する者　花城　松一

神戸山口組
（勢力範囲：１都１道２府26県）
（構成員数：約1,200人）
兵庫県神戸市中央区二宮町3-10-7
代表する者　井上　邦雄

五代目浅野組
（勢力範囲：２県）
（構成員数：約60人）
岡山県笠岡市笠岡615-11
代表する者　中岡　豊

六代目山口組
（勢力範囲：１都１道２府39県）
（構成員数：約3,800人）
兵庫県神戸市灘区篠原本町4-3-1
代表する者　篠田　建市

絆會
（勢力範囲：１都１道１府10県）
（構成員数：約230人）
兵庫県尼崎市戸ノ内町３-32-6
代表する者　金　禎紀
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双愛会
（勢力範囲：２県）
（構成員数：約120人）
千葉県市原市潤井戸1343-8
代表する者　椎塚　宣

関東関根組
（勢力範囲：１都１道３県）
（構成員数：約100人）
茨城県土浦市桜町4-10-13
代表する者　大塚　逸男

稲川会
（勢力範囲：１都１道16県）
（構成員数：約2,000人）
東京都港区六本木7-8-4
代表する者　辛　炳圭

住吉会
（勢力範囲：１都１道１府15県）
（構成員数：約2,600人）
東京都港区赤坂6-4-21
代表する者　関　功

極東会
（勢力範囲：１都12県）
（構成員数：約430人）
東京都新宿区歌舞伎町2-18-12
代表する者　曺　圭化

松葉会
（勢力範囲：１都７県）
（構成員数：約360人）
東京都台東区西浅草2-9-8
代表する者　伊藤　義克

■◆ 指定暴力団の状況
指定暴力団分布図（24団体）




